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附属書 に新たに掲載  
 

提案国：タイ 
背景：2013年のワシントン条約掲載後、原
産国で木材を粗く加工し、加工製品として輸
出することにより、現在の注釈が抜け穴とし
て使用されています。違法に伐採、輸出され
たとみられる大規模な木材の積み荷が押収さ
れています。 

提案国：メキシコ 
背景：メキシコが調査を行った結果、当該
13種がリスクの高い種であり、識別も困難
であることが判明しました。 

提案国：アルゼンチン、ブラジル、 
     グアテマラ、ケニア 
背景：種ごとの情報が少ないものの、種に
よっては、資源の減少を示す兆候があり、ま
た国際取引の需要が高まっています。 
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背景：ブビンガ属の3種もプテロカルプス・
エリナケウスも「ローズウッド（紅木）」 
として、主に中国向けに大量に輸出されて 
おり、違法伐採も横行しています。 
プテロカルプス・エリナケウス は今年の5月
から附属書 に掲載されています。 
 

3  Guibourtia tessmannii,  
G. pellegriniana, G. demeusei 

  
Pterocarpus erinaceus  

  Aquilaria spp.   
  Gyrinops spp.  

背景：国際取引の主な対象となっているウッドチップについて、「小
売販売用に包装・準備された」ものであっても規制対象とする提案で
す。 
日本との関係：ワシントン条約のデータベースによると、日本は
2005年から2014年まで毎年約16t～35t のウッドチップを輸入してお
り、世界有数の輸入国となっています。原産国では、沈香の持続可能
な利用に向けた取り組みが続けられていますが、日本も輸入国として
関係国をサポートしていくことが求められます。 
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